
香久山区自治会 平成 30 年度 第 2 回区議会議事録 

 

●  日 時： 平成 30年 5 月 19 日（土） 午前 10:00～11:05 

●  場 所： 香久山会館 

●  出席者： 計 31名 

  

●  会議次第 

（１）議長開会宣言：横井副区長 

（２）来賓挨拶  

    ・舟橋市議 ＷＲ1300 人申込の 7 割参加に対する住民の意識の高さに驚愕した。 

       また翌日の後片付けへの労い。今後も区議会に参加し、香久山の課題等について 

       対処していきたい旨、挨拶。 

    ・近藤県議 後刻到着の折、ご挨拶を戴く。地区の事業計画等について概略説明をし 

     て戴き、今後の要望に対応させて戴きたい旨、挨拶。 

（３）川島区長：挨拶及び報告事項  

   ＊平成 30 年度行政の根拠となる世帯数は、2631 世帯である。 

   ＊日進市コミュニティー推進事業補助金、今年度は、2,211,000 円である。 

    この金額に自治会費を含め、30 年度の事業推進を図る。 

   ＊香久山会館和室のフローリング改装について、相見積の結果、鈴木工務店とする。 

    5月末から 6月の初めに取掛る予定である。 

   ＊防犯カメラ 2台設置希望について・・・防犯意識の向上を図る目的である。 

    行政の推進活動に応募も計画している。現在の予定は、商業施設 Conte の裏側の通 

学路を予定しているが、他の場所で必要性を感じた場合、検討するので申出て下さい。 

 

   ＊第 11 回香久山大学の開催を 6 月 16日（土）13:30～15:00 とする。 

    掲示板での掲示された時間を訂正する。 

    テーマは、「胃癌発生とピロリ菌が及ぼす影響について」。講師として、医学博士 

    立松正衛先生に依頼。 

   ＊平成 30 年度の自治会費納入状況について 

    5月 18 日現在、入金の確認ができていない地区がある。加入者数の減少で総額で 

    多少の減額が予測される。次回区議会で再度報告する。 

    

   ＊平成 30 年度土木事業の要望について・・・29 年度の継続事業の申請についてと 

30 年度の新規申請について個別内容説明。詳細は別紙参照。 

別紙、「区長要望申請書」を活用し、自治会長を通じて申請して戴きたい。 

   ＊防犯灯の設置希望 

○防犯意識に対する自治会の対応についての質問については、防犯委員を含め課題対応 



を図りたい旨、区長より返答する。 

   ＊市長との座談会について・・・6月 21日（木）市区長会終了後に開催されるので、 

    要望がある場合、6 月 9 日（月）までに自治会長に提出をお願いしたいとのこと。 

    ○「香久山西部土地区画整理事業」について、舟橋市議より現状進捗しているとの説 

明あり。 

 

  ＜各委員会報告＞ 

   ＊文化委員会（松岡委員長） 

    第 27 回ウォークラリーについて、参加人数の件、図書カードの配布の件の報告。 

    「アンケートの協力お願い」を 6月 1日までにお願いしたい旨、説明有。 

    8月 4 日（土）開催、盆踊りの行事についての協力依頼の件。 

   ＊防災委員会（安廣委員長） 

    今年度の防災イベントは、11 月 11 日（日）であり、今年度は防災マップの改訂 

    をする予定である。ウォークラリー会場での防災意識 3 項目の質問に対しての回答に 

    ついて、今後の啓発の参考にさせて戴く。 

   ＊環境美化委員会（遠藤委員長） 

    4月 1 日より可燃ごみの収集曜日変更があったが、徐々に混乱が回避されている。 

    5月 27 日（日）の清掃美化活動について説明。 

    ○組長会にて、犬の糞の始末をお願いしてほしい旨、依頼有。 

   ＊安全防犯委員会（藤井委員長） 

    6月 9 日（土）夕方 5 時より防犯委員にて、路上駐車のパトロールをする旨、報告。 

    パトロールの中で、地区の危険場所も再度確認を計画している。 

    Conte の裏通りの通学路について、花の街の方に自治会として配布物を考えて戴く 

    必要がある。 

   ＊広報委員長（吉田委員長） 

    香久山大学の時間訂正のポスターを作成し直したので、改めて掲示をお願いしたい。 

     

   ＊区長より緊急連絡網のセンチュリー自治会、樋田会長の電話番号訂正依頼あり。 

 

   ○区議会終了後、民生児童委員と各自治会長との打ち合わせを開催した。 

以上 

               文責：斎藤書紀 

 

        


